
 

多職種ネットワーク（ＭＣＳ）の利用実績について 

 

１．目的 

区内に居住する在宅療養者等に関わる全ての医療と介護の関係者が、ＩＣＴシステム（Ｍ

ＣＳ：メディカルケアステーション）の活用により情報を共有しながら連携して在宅療養

者等を支える体制を構築する。 

文京区医師会においてＩＣＴネットワークの管理・運営を行い、対象関係者の連携を支

援している。 

 

２．ＩＣＴシステムの運用 

設置場所：文京区医師会館内 

受付時間：月曜日～金曜日までの午前９時から午後４時 

窓口従事者：文京区医師会事務局職員 

業務内容：ＭＣＳ登録管理、登録、利用に関する対応管理 

ＭＣＳ地域統計情報：別紙 

 

３．運営委員会 

両医師会及び区関係部署委員で構成する運営委員会を設置し、その下に文京区医師会の

委員で構成する小委員会設置いている。 

運営委員会は、令和５年６月１２日に文京区医師会館で対面にて行い、以下内容につい

て確認・検討した。 

(1) 運営委員会構成員の確認 

(2) 例年２月頃開催している研修会の開催方法と内容について検討した。内容は文京区

医師会内でＭＣＳを活用して多職種が連携した症例についての報告など。 

(3) 医療機関同士の連携の進め方について 

 

４．対象関係者への普及及び啓発 

(1) 研修、講演会の開催 

令和６年２月１７日に研修会（対面形式）を開催した。 

内容は以下の通り。 

① 本郷ファミリークリニックによる「多職種連携におけるＩＣＴ（ＭＣＳ）の活用方法

と、今後の取り組み」の発表 

② ＬＥ訪問看護ステーション看護師による「訪問看護からみたＭＣＳの活用について」 

の発表 

※医師会、訪問看護ステーション、訪問介護事業所、行政担当等約６０名が参加した。 

(2) 周知・啓発 

文京区医師会ホームページに多職種ネットワークのページを設置して情報提供をした。 

訪問看護ステーション，介護事業所への普及について検討した。 

医療機関同士の連携について：都立大塚病院の担当者とＭＣＳを活用した連携につい 

て検討した。 
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